
評書

有
馬
　
二
目

『「

総
ﾛ
化
」
の
中
の
帝
国
日
本
』

『
帝
国
の
昭
和
」

及
川
英
一
一
郎

　
久
々
に
、
質
・
最
と
も
に
読
み
応
え
の
あ
る
通
史
を
得
た
。
シ
リ
ー
ズ
の

ち
が
い
や
執
筆
年
月
日
の
隔
た
り
は
あ
る
が
、
同
一
の
著
者
に
よ
る
戦
前
日

本
の
、
そ
れ
も
一
九
一
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
、
一
般
に
「
デ
モ
ク
ラ
シ
…

か
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
」
と
規
定
さ
れ
る
ホ
ッ
ト
な
時
期
を
紺
象
に
し
た
通
史

は
、
な
か
な
か
お
霞
に
か
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
ず
は
、
そ
う
し
た
意

欲
的
な
作
晶
を
読
め
る
幸
運
に
感
謝
し
た
い
。

　
本
通
史
の
特
徴
は
、
主
に
二
点
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
著
者
自
身
が
こ
れ

ま
で
一
貫
し
て
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
「
革
新
派
」
を
め
ぐ

る
叙
述
が
、
全
体
の
基
軸
に
す
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
従
来

「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
」
と
い
っ
た
形
で
対
照
的
に
描
か
れ

て
き
た
歴
史
像
に
、
一
本
通
観
す
る
視
座
を
与
え
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
「
革
新
派
」
と
呼
ば
れ
る
知
識
人
を
、
こ
う
し
た
形
で

正
視
す
る
こ
と
は
、
知
識
人
の
営
為
を
過
小
評
価
し
な
い
た
め
に
も
、
重
要

な
作
業
と
い
え
る
。

　
ま
た
第
二
に
、
本
書
が
と
も
に
「
帝
国
」
と
い
う
用
語
を
、
そ
の
表
題
に

掲
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
近
年
、
従
来
の
帝
国
主
義
研
究
に
対
し
、
本
国
と
植
民
地
と
の
相
関
関
係

を
、
政
治
・
文
化
・
言
語
と
い
っ
た
多
元
的
な
レ
ベ
ル
で
検
討
し
な
お
す

「
帝
国
史
研
究
」
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
今
で
は
や
や
イ
ン
フ
レ
気
味
と

も
な
っ
た
こ
の
「
帝
国
」
と
い
う
用
語
に
は
、
一
国
詩
史
な
枠
組
み
を
解
体

し
、
今
日
の
世
界
秩
序
を
複
眼
的
な
視
野
で
批
判
し
よ
う
と
す
る
ね
ら
い
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

こ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
で
本
書
は
、
そ
う
し
た
近
年

の
研
究
状
況
を
敏
感
に
察
知
し
な
が
ら
も
、
改
め
て
「
日
本
史
」
の
通
史
と

い
う
枠
組
み
に
こ
だ
わ
っ
た
作
品
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
～
国
史
的

な
枠
組
み
へ
の
批
判
を
内
在
さ
せ
た
「
帝
国
史
研
究
」
と
距
離
を
お
く
だ
け

で
な
く
、
門
革
新
派
」
と
い
う
著
者
年
来
の
こ
だ
わ
り
か
ら
も
、
や
や
飛
躍

し
た
試
み
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
本
書
評
の
後
半

部
分
で
、
「
ふ
つ
う
の
日
本
人
」
・
マ
王
体
の
工
溶
性
」
・
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
軸
に
、
批
判
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

目
次
構
成
は
以
下
の
通
り
。

　
『
「
国
際
化
」
の
申
の
帝
国
日
本
』
…
…
…
一

　
　
　
プ
ロ
ロ
ー
グ
　
日
露
戦
後
と
い
う
時
代

　
　
　
1

2345
　　　箒
第第プ国工
ニーーロのピ
章章ロ昭ロ
　　1和1
ワ普グ』グ

帝
国
日
本
の
模
索

第
一
次
世
界
大
戦
と
日
本

戦
後
世
界
秩
序
と
帝
国
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ

「
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
」
と
日
本

社
会
の
発
見

　
　
　
　
発
見
さ
れ
た
の
は
何
か
？

　
　
　
：
・
：
・
：
・
1

　
　
　
　
過
去
は
外
国
で
あ
る

　
　
普
通
選
挙
と
政
党
内
閣

　
　
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
の
変
容
と
日
本
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第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

終
章

　
「
挙
国
～
致
」
内
閣
の
時
代

　
「
非
常
時
砧
の
表
と
裏

革
新
の
光
明
？

総
力
戦
の
諸
相

「
戦
時
」
と
モ
ダ
ニ
テ
ィ

［
　
「
革
新
派
」
を
軸
に
し
た
歴
史
像

　
周
知
の
よ
う
に
、
伊
藤
隆
氏
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
た
「
革
新
派
」
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

一
九
三
〇
年
代
、
い
わ
ば
《
社
ム
写
王
義
的
で
あ
る
と
同
時
に
国
家
主
義
的
で

あ
る
》
よ
う
な
一
群
の
知
識
人
を
さ
す
用
語
で
あ
る
（
以
下
、
《
　
》
は
及

川
に
よ
る
強
調
で
あ
る
）
。
こ
の
知
識
人
た
ち
は
、
日
中
戦
争
が
長
期
化
す

る
な
か
で
、
「
東
亜
協
同
体
論
扁
や
各
種
の
新
体
制
運
動
へ
と
収
敏
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
が
、
従
来
の
歴
史
叙
述
で
は
、
と
も
す
れ
ば
《
社
会
主
義
的

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
家
主
義
的
で
あ
る
》
と
い
っ
た
視
点
に
拘
束
さ

れ
、
そ
う
し
た
現
象
を
説
得
的
に
意
味
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い

っ
て
よ
い
。
そ
の
意
味
で
、
今
回
の
通
史
は
、
か
つ
て
酒
井
哲
哉
氏
が
指
摘

し
た
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
ら
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
移
行
過
程
の
内
在

　
　
　
　
　
　
　
②

的
論
理
を
検
証
す
る
」
と
い
う
思
想
史
的
な
課
題
に
挑
ん
で
き
た
、
著
者
な

ら
で
は
の
作
品
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
さ
い
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
《
社
会
主
義
的
》
な
志
向
性
と
《
国

家
主
義
的
》
な
志
向
性
と
が
同
居
し
て
い
る
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
を
、
い

か
に
解
釈
す
る
か
と
い
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
今
回
の
通
史
が
特
徴

的
な
の
は
、
「
異
文
化
と
し
て
の
く
過
去
〉
を
理
解
す
る
た
め
の
遠
近
法
」

と
い
う
表
現
を
使
い
な
が
ら
（
1
九
頁
）
、
主
に
《
第
皿
次
世
界
大
戦
以
後
》

と
い
う
時
代
に
固
有
な
《
言
説
空
間
》
を
重
視
す
る
点
で
あ
る
。
三
体
的
な

筋
書
き
を
評
者
な
り
に
要
約
す
れ
ば
、
概
ね
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
ま
ず
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
き
っ
か
け
に
、
「
人
種
平
等
」
（
1
一
八
○

頁
）
や
「
正
義
人
遵
」
（
一
八
一
頁
）
・
「
国
際
協
調
主
義
」
（
～
八
二

頁
）
・
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
扁
（
一
九
三
頁
）
と
い
っ
た
理
念
が
、
当
該
期
の

言
説
に
無
視
し
え
な
い
拘
束
力
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た
普
遍
的
価

値
観
の
迫
力
を
前
に
し
て
は
、
貧
困
や
労
働
問
題
と
い
っ
た
「
否
定
す
べ
き

現
実
の
姿
」
は
、
「
あ
る
自
明
性
を
帯
び
て
」
見
え
て
く
る
（
1
一
九
三
頁
）
。

そ
の
な
か
で
、
日
露
戦
後
の
基
調
で
あ
っ
た
「
国
家
的
価
値
」
の
門
実
在

感
」
は
失
わ
れ
（
1
一
工
五
頁
）
、
知
識
人
た
ち
は
急
速
に
「
生
活
問
題
扁

へ
と
没
入
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
1
二
八
九
頁
）
。
著
者
の
い
う
「
社
会

の
発
見
」
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ロ
シ
ア
革
命
と
関
東
大
震
災
を
契
機
に
、
こ
う
し
た
「
社
会
の

発
見
』
に
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
前
者
は
、
第
皿
次
日
本
共
産
党
の
経
験

を
通
し
て
、
政
権
獲
得
に
む
け
た
政
治
活
動
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
た
し
、

後
者
に
つ
い
て
は
、
関
東
大
震
災
で
の
虐
殺
事
件
が
、
自
動
的
に
革
命
運
動

に
参
加
す
る
「
労
働
者
扁
で
は
な
く
、
放
置
し
て
お
け
ば
ど
う
な
る
か
わ
か

ら
な
い
「
大
衆
」
を
発
見
さ
せ
た
。

　
こ
う
し
て
、
「
社
会
の
発
見
」
が
国
家
を
相
対
化
す
る
と
同
時
に
、
門
生
活

問
題
」
が
即
「
革
命
」
を
も
た
ら
す
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
認
識
が
成
立
す

る
な
か
で
、
「
多
元
的
国
家
論
」
が
開
花
す
る
。
蝋
山
政
道
の
政
治
学
や
新

明
正
道
の
社
会
学
が
、
日
本
に
お
け
る
そ
の
産
物
と
い
え
る
が
、
国
家
を
他

の
社
会
集
団
と
同
列
に
お
く
「
多
元
的
国
家
論
」
は
、
同
時
に
「
社
会
的
秩

序
を
形
成
す
る
原
理
と
し
て
の
『
統
治
鵬
」
を
正
視
す
る
点
で
（
工
二
八
四

頁
）
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
一
元
的
国
家
論
が
席
巻
す
る
前
の
「
実
り
豊
か
な

成
果
」
で
あ
っ
た
（
エ
ニ
八
七
頁
）
。

134 （898）



評f重t

日

　
し
か
し
、
国
家
を
相
対
化
し
か
け
た
と
き
、
国
家
介
入
の
増
大
と
い
う

「
世
界
政
治
の
現
実
」
の
前
に
、
そ
の
「
成
果
」
は
頓
挫
す
る
（
一
工
八
七

頁
）
。
そ
し
て
、
「
大
衆
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
社
会
の
進
歩
で
あ

る
」
と
信
じ
て
き
た
知
識
人
た
ち
は
（
H
～
三
訂
ー
＝
二
三
頁
）
、
「
統
治
扁

へ
の
関
心
を
再
び
欠
落
さ
せ
な
が
ら
、
満
洲
事
変
以
後
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
新
た
な
展
開
扁
を
前
に
、
《
社
会
主
義
的
》
な
志
向
性
と
《
国
家
主
義

的
》
な
志
向
性
と
を
同
居
さ
せ
た
「
革
新
派
」
へ
と
変
貌
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
山
導
蒙
問
題
」
な
る
も
の
が
、
言
説
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
「
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
」
で
し
か
な
い
こ
と
を
自
覚
し
つ
つ
も
、
「
同
晴
代
の
国
民
感

情
扁
を
「
心
理
的
事
実
」
と
し
て
規
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
（
1
＝
一
三
頁
）
、

当
該
期
固
有
の
思
考
の
産
物
と
い
っ
て
よ
い
。
か
く
し
て
、
「
満
洲
事
変
以

後
の
日
本
の
大
陸
政
策
」
を
「
住
民
の
生
活
向
上
」
と
い
う
表
現
で
正
当
化

す
る
「
東
亜
協
同
体
論
」
と
（
H
二
三
〇
頁
）
、
「
生
活
問
題
」
の
解
決
を
戦

時
統
制
経
済
の
進
展
に
賭
け
る
「
再
編
成
〕
論
と
が
生
ま
れ
る
（
H
一
｝
三
二

頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
通
史
は
、
《
社
会
主
義
的
で
あ
る
と
同
時
に
国
家
主

義
的
で
あ
る
》
よ
う
な
燃
種
新
派
」
の
成
立
を
、
第
一
次
大
戦
以
後
の
震
説

と
、
満
洲
事
変
以
後
の
言
説
と
の
複
合
と
し
て
、
吝
い
換
え
れ
ば
讐
口
説
が
二

重
・
三
重
に
交
錯
す
る
な
か
で
生
じ
た
現
象
と
し
て
提
示
す
る
。
そ
し
て
、

両
者
を
対
立
的
に
と
ら
え
る
従
来
の
視
点
は
、
戦
後
の
雷
説
に
固
有
の
も
の

と
し
て
却
下
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
重
要
な
こ
と
は
、
「
革
新
派
」
へ
の
著
者
の
こ
だ
わ
り
が
、
同
時

に
、
こ
れ
ら
知
識
人
た
ち
へ
の
、
著
者
独
特
の
《
冷
淡
さ
》
と
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
強
調
さ
れ
る
の
は
、
「
地
方
」
と
い
う

「
実
体
」
（
1
一
六
三
頁
）
と
の
ズ
レ
、
も
し
く
は
タ
イ
ム
・
ラ
グ
で
あ
る
。

　
　
藁
社
会
』
は
過
早
に
発
見
さ
れ
た
。
世
界
大
戦
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
な

　
　
け
れ
ば
、
『
社
会
駈
は
こ
れ
ほ
ど
早
く
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な

　
　
い
か
。
…
…
や
が
て
書
留
と
し
て
の
『
社
会
』
は
、
『
地
方
』
に
逆
襲

　
　
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
扁
（
1
三
二
四
頁
）

結
局
は
「
都
市
」
の
欝
説
で
し
が
な
か
っ
た
「
社
会
の
発
見
偏
は
、
「
貧
し

い
日
本
と
モ
ダ
ン
日
本
の
盈
の
く
ら
む
よ
う
な
落
差
し
の
な
か
で
（
H
一
九

頁
）
、
伝
統
的
生
活
様
式
と
の
「
摩
擦
扁
を
生
み
（
1
三
一
五
頁
）
、
「
農
本

主
義
」
に
よ
る
「
逆
襲
」
を
招
く
。
し
か
し
、
そ
の
「
農
本
主
義
漏
も
結
局
、

仮
想
さ
れ
た
「
都
市
偏
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
の
関
係
で
の
み
提
示
さ
れ
る

「
近
代
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
で
し
か
な
か
っ
た
（
∬
一
四
五
頁
）
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
二
・
二
六
事
件
は
「
東
京
に
い
な
け
れ
ば
で
き
な
い
『
革
命
ヒ

で
あ
っ
た
し
（
H
二
〇
三
－
二
〇
四
頁
）
、
「
地
方
取
に
期
待
す
る
翼
賛
運
動

が
「
地
方
」
の
「
反
溌
〕
を
か
う
と
い
っ
た
逆
説
も
（
1
二
七
二
頁
）
、
仮

想
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
の
な
か
に
あ
る
「
地
方
」
と
、
「
実
体
」
と
し
て
の

「
地
方
」
と
の
ズ
レ
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
革
新
派
」
に
対
す
る
著
者
の
《
冷
淡
さ
》
は
、
同
様
な

《
冷
淡
さ
》
を
も
つ
伊
藤
隆
氏
が
、
新
体
制
運
動
を
未
発
の
「
革
命
」
と
評

価
し
（
H
二
六
六
頁
）
、
そ
れ
と
対
抗
し
た
自
由
主
義
者
を
結
果
的
に
立
派

に
見
せ
て
し
ま
う
の
と
は
ち
が
い
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
に
と
も
な
う
「
雷

説
」
と
「
実
体
」
と
の
ズ
レ
と
い
う
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ズ
レ
は
、

戦
時
下
、
「
生
活
扁
を
と
ら
え
る
リ
ア
ル
な
視
線
が
、
「
革
新
派
」
と
は
別
の

文
脈
で
成
長
す
る
に
と
も
な
い
矯
正
さ
れ
て
い
き
（
H
終
章
）
、
や
が
て
高

度
成
長
期
に
解
消
す
る
こ
と
に
な
る
（
1
三
二
三
頁
）
。

　
こ
う
し
て
本
通
史
で
は
、
「
革
新
派
扁
と
い
う
知
識
人
の
《
言
説
空
間
》

と
、
「
地
方
扁
と
い
う
《
現
実
》
と
の
ズ
レ
を
軸
に
、
第
一
次
大
戦
後
か
ら
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一
九
四
〇
年
代
前
半
ま
で
の
時
期
に
、
固
有
な
歴
史
性
が
与
え
ら
れ
る
わ
け

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
両
大
戦
問
期
に
始
動
す
る
日
本
の
大
衆
社
会
化
が
、
そ

の
実
き
わ
め
て
限
定
的
な
現
象
で
し
が
な
か
っ
た
こ
と
、
に
も
か
か
わ
ら
ず

そ
れ
が
言
説
に
よ
っ
て
誇
張
さ
れ
る
こ
と
で
、
取
り
残
さ
れ
た
部
分
（
「
地

方
」
）
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
増
幅
さ
れ
、
そ
の
後
の
知
識
人
の
い
わ
ば
《
空
振

り
》
が
招
来
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
示
し
て
お
り
、
説
得
的
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
う
え
で
評
者
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
疑
問
が
残
っ
た
。

　
歴
史
叙
述
を
支
配
す
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
史
料
の
執
筆
者
で
あ
り
、

そ
れ
は
「
地
方
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
美
濃
部
達
吉
が
「
最
も
自
然
的
な
社
会
的
団
結
…
…
は
、
実
に
地

方
的
の
団
結
で
あ
る
」
と
論
ず
る
よ
う
に
（
1
三
一
コ
頁
）
。

　
こ
れ
に
対
し
て
著
者
は
、
「
美
濃
部
の
見
解
が
示
し
て
い
る
の
は
、
『
社
会

の
発
見
騙
に
い
た
る
ま
で
、
国
家
と
個
人
の
中
間
に
あ
る
集
団
は
、
『
地
方
瞼

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
」
で
あ
る
と
述
べ
（
1
三
二
二
頁
）
、
轟
社
会
』
が

発
見
さ
れ
た
と
き
、
噸
地
方
駈
は
消
滅
し
た
の
か
。
そ
ん
な
馬
鹿
な
こ
と
が

あ
る
は
ず
が
な
い
」
と
断
言
す
る
（
工
三
二
三
頁
）
。
だ
が
、
こ
こ
で
断
言

し
て
い
る
の
は
、
美
濃
部
な
の
か
、
そ
れ
と
も
著
者
な
の
か
。
い
つ
の
ま
に

か
、
「
実
体
扁
を
言
い
当
て
る
著
者
が
わ
り
こ
む
こ
と
で
、
美
濃
部
が
語
る

言
説
と
し
て
の
「
地
方
偏
は
、
消
滅
す
る
は
ず
の
な
い
実
体
と
し
て
の
「
地

方
」
へ
と
《
横
滑
り
》
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
《
横
滑
り
》
を
許
す
記
述
の
ス
タ
イ
ル
は
、
第
一
に
、
次
の
よ

う
な
効
果
を
生
む
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
「
奥
が
め
ざ
し
た
の
は
、
家
庭
を
も

っ
て
働
く
ふ
つ
う
の
女
性
の
運
動
で
あ
る
」
と
い
っ
た
記
述
か
ら
（
工
一
三

九
－
三
工
○
頁
）
、
「
ふ
つ
う
」
と
判
断
し
て
い
る
の
が
奥
む
め
お
な
の
か
、

そ
れ
と
も
著
者
な
の
か
と
い
っ
た
混
同
を
生
み
、
結
局
そ
こ
で
も
女
性
の

「
実
体
」
が
言
い
当
て
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
与
え
て
し
ま
う
と

い
う
効
果
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
で
著
者
が
ど
ん
な
に
、
「
職
業
婦
人
」
は

「
祉
会
的
な
言
説
の
体
系
」
の
申
で
「
幾
重
に
も
拘
束
さ
れ
た
存
在
」
だ
っ

た
と
予
防
線
を
は
っ
て
も
（
工
三
二
〇
頁
）
、
核
心
部
分
で
の
記
述
ス
タ
イ

ル
が
《
横
滑
り
》
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
あ
ま
り
効
き
目
は
な

い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
善
繭
及
さ
れ
な
か
っ
た
女
性
の
「
実
体
」
は
、

一
九
七
〇
年
代
に
「
逆
襲
」
を
開
始
す
る
。

　
こ
の
こ
と
と
不
可
分
な
問
題
と
し
て
第
ご
に
気
に
な
る
の
は
、
植
民
地
支

配
に
関
連
す
る
記
述
で
あ
る
。
例
え
ば
、
関
東
大
震
災
時
の
朝
鮮
入
虐
殺
は
、

社
会
運
動
家
に
「
大
衆
」
を
発
見
さ
せ
る
契
機
で
し
が
な
か
っ
た
し
（
工
二

六
四
頁
）
、
一
九
三
〇
年
代
の
在
日
朝
鮮
人
も
、
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
を
通
し

た
も
の
で
し
か
な
い
（
豆
一
六
〇
頁
）
。
そ
の
点
著
者
は
、
女
性
の
「
実
体
」

に
醤
及
し
た
が
ら
な
い
の
と
同
様
、
当
時
の
「
言
説
」
が
そ
れ
を
「
忘
れ

た
」
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
ほ
と
ん
ど
語
ろ
う
と
し

な
い
。

　
　
「
『
社
会
駈
の
発
見
が
（
『
地
方
睡
の
ほ
か
に
…
…
及
川
）
も
う
ひ
と
つ

　
　
忘
れ
た
も
の
は
、
外
部
で
あ
り
大
陸
で
あ
る
。
」
（
1
三
二
五
頁
）

し
か
し
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
「
帝
国
」
で
あ
っ
た
戦
前
の
日
本
に
お
い
て
、
植

黒
地
は
、
著
者
が
「
地
方
」
に
対
し
て
付
与
す
る
門
実
体
」
と
い
う
規
定
が
、

そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
存
在
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
「
地
方
」
を
語
る
際
に

は
、
あ
の
《
横
滑
り
》
の
構
造
に
ま
か
せ
て
、
言
説
の
《
外
部
》
に
た
や
す

く
抜
け
出
て
し
ま
う
著
者
は
、
植
民
地
を
語
ら
な
い
こ
と
の
長
い
訳
に
は
、

あ
く
ま
で
も
言
説
の
《
内
部
》
に
と
ど
ま
ろ
う
と
す
る
。
こ
こ
で
問
わ
れ
る

べ
き
は
、
植
民
地
に
関
す
る
記
述
が
少
な
い
こ
と
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

「
帝
国
」
と
い
う
表
題
を
掲
げ
る
本
書
が
、
か
か
る
ダ
ブ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
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評書

ド
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
著
者
が
、
同
じ
く
忘
れ
ら
れ
た
門
地

　
　
ヘ
　
　
へ

方
」
の
み
を
「
実
体
」
と
し
て
特
権
化
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
あ
る
い
は
、
植

民
地
（
や
女
性
）
を
語
る
こ
と
な
く
分
節
化
さ
れ
る
「
地
方
」
と
い
う
「
実

体
」
と
は
何
か
。
門
帝
国
」
下
に
あ
る
知
識
人
の
言
説
は
、
植
民
地
と
の
多

元
的
な
関
係
に
お
い
て
こ
そ
分
析
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

二
　
通
史
と
し
て
の
歴
史
像

　
さ
て
、
植
民
地
支
配
を
語
ろ
う
と
し
な
い
著
者
は
、
1
の
「
プ
ロ
ロ
ー

グ
」
で
、
本
通
史
の
着
眼
点
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　
門
当
時
の
ふ
つ
う
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
〈
日
本
〉
と
い
う
空
間
は
具

　
　
体
的
に
ど
の
よ
う
に
意
識
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
」
（
H
一
二
頁
）

そ
し
て
、
表
題
に
「
帝
国
」
を
冠
す
る
ゆ
え
ん
は
、
「
何
と
な
く
領
土
同
然

と
思
っ
て
い
た
り
、
か
な
り
大
き
な
顔
を
し
て
も
い
い
勢
力
範
囲
だ
と
考
え

た
り
す
る
地
域
が
、
日
本
列
島
以
外
に
も
存
在
し
た
」
と
い
う
当
時
の
「
当

た
り
前
」
を
描
き
出
す
こ
と
に
あ
る
（
H
＝
一
一
二
頁
）
。

　
こ
こ
で
い
う
「
ふ
つ
う
の
日
本
人
」
が
、
「
革
新
派
」
を
軸
に
し
た
著
者

の
関
心
と
ど
う
リ
ン
ク
す
る
の
か
は
不
明
だ
が
、
そ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る

の
が
、
「
帝
国
」
の
「
微
妙
な
境
界
」
（
H
二
二
頁
）
で
《
出
し
入
れ
》
さ
れ

る
「
日
本
人
」
で
は
な
く
、
《
申
心
》
に
あ
っ
て
動
じ
な
い
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
た
だ
、
そ
こ
に
は
「
主
体
」
と
「
客
体
」
（
エ
工
七
六
頁
）
、
ま
た
は
「
参

加
」
と
「
社
会
的
認
知
」
（
1
二
～
二
一
四
頁
）
の
一
　
重
性
と
い
う
、
著
者

独
特
の
仕
掛
け
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
「
大
衆
は
、
第
一
義
的
に
は
主
体
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
と
き
『
主
体
聴

　
　
は
、
た
と
え
ば
革
命
の
主
体
と
い
う
の
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
る
役

　
　
割
を
与
え
ら
れ
た
。
…
…
人
問
ら
し
く
生
き
た
い
と
欲
求
す
る
こ
と
に

　
　
お
い
て
、
大
衆
は
社
会
を
形
成
す
る
主
体
た
り
う
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
　
…
…
ふ
つ
う
の
人
闘
が
ふ
つ
う
に
暮
ら
す
と
い
う
欲
求
を
抱
く
と
い
う

　
　
そ
れ
だ
け
で
、
社
会
の
主
体
と
し
て
認
知
さ
れ
る
の
に
は
充
分
な
の
だ
。

　
　
…
…
し
か
し
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
は
い
ま
だ
知
識
人
の
言

　
　
説
に
と
ど
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
…
…
普
通
の
大
衆
は
同
時
に
、

　
　
啓
蒙
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
注
入
や
組
織
化
の
対
象
で
あ
っ
た
。
そ
の
意

　
　
味
で
は
客
体
で
あ
る
。
」
（
一
二
七
六
頁
）

重
要
な
こ
と
は
、
門
主
体
」
と
し
て
「
参
加
」
す
る
こ
と
と
、
「
客
体
」
と
し

て
「
認
知
」
さ
れ
る
こ
と
と
の
二
重
性
と
い
う
議
論
が
、
《
実
際
に
参
加
し

て
い
た
の
か
？
》
、
あ
る
い
は
《
誰
に
認
知
さ
れ
る
の
か
？
》
と
い
っ
た
問

い
の
成
立
す
る
次
元
と
は
、
異
な
っ
た
次
元
で
展
醐
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
1
の
門
プ
ロ
ロ
ー
グ
」
で
は
、
以
下
に
抜
粋
す
る
よ
う
に
、

そ
の
「
誰
」
に
あ
た
る
部
分
が
、
「
国
家
」
「
社
会
」
「
議
論
の
中
で
」
「
政
治

勢
力
」
「
候
補
者
」
「
○
○
」
（
1
1
「
国
家
」
？
「
社
会
」
？
「
自
分
」
？
）

と
一
定
し
な
い
。
（
以
下
《
　
》
内
は
評
者
が
追
加
し
た
も
の
。
〈
〉
は
著

者
、
傍
線
は
評
者
に
よ
る
強
調
で
あ
る
。
）

　
　
＝
票
を
投
ず
る
自
分
が
、
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
《
○
○
か
ら
》
『
国

　
　
民
撫
と
意
識
さ
れ
る
。
」
「
こ
こ
で
い
う
『
国
民
大
衆
』
の
特
徴
は
何
か
。

　
　
そ
れ
は
第
一
に
、
参
加
す
る
〈
主
体
〉
と
し
て
《
○
○
か
ら
》
認
知
さ

　
　
れ
た
国
民
で
あ
る
。
…
…
し
か
し
第
二
に
、
国
民
大
衆
は
国
家
か
ら
す

　
　
り
寄
ら
れ
る
存
在
で
も
あ
っ
た
。
…
…
一
方
で
参
加
す
る
〈
主
体
〉
と

　
　
し
て
《
○
○
か
ら
》
認
知
さ
れ
、
他
方
で
た
だ
『
働
い
て
居
る
国
民
繍

　
　
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
国
家
に
よ
っ
て
生
活
が
保
証
さ
れ
る
。
…
…

　
　
『
国
民
大
衆
』
の
時
代
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
政
治
勢
力
が
国
民
か
ら
ど
の
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よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
か
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
時
代
と
も
言

　
　
え
る
。
」

　
　
「
た
と
え
ば
、
内
地
在
住
の
朝
鮮
人
に
対
す
る
選
挙
権
付
与
を
め
ぐ
る

　
　
議
論
の
中
で
、
そ
れ
が
集
合
的
な
政
治
運
動
…
…
に
結
び
つ
く
の
で
は

　
　
な
い
か
と
い
う
想
定
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
『
投
ず
る

　
　
一
票
』
（
を
通
し
て
○
○
）
が
認
知
す
る
国
民
が
、
ど
の
よ
う
な
主
体

　
　
と
し
て
《
議
論
の
中
で
》
想
定
さ
れ
て
い
た
か
を
示
す
よ
う
に
思
わ
れ

　
　
る
。
た
と
え
ば
そ
こ
で
は
、
彼
ら
の
政
党
形
成
能
力
な
ど
危
惧
さ
れ
て

　
　
も
い
な
い
の
で
あ
る
。
《
議
論
の
中
で
》
認
知
さ
れ
る
〈
主
体
〉
の
主

　
　
体
化
の
度
合
い
は
、
そ
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

　
　
〈
闘
本
〉
の
無
産
大
衆
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
候
補
者
は
…
…
、
ハ
ン
グ
ル
の
ル
ビ
で
す
り
寄

　
　
つ
た
。
こ
う
し
て
、
微
妙
な
国
民
の
境
界
は
、
差
異
を
曖
昧
化
す
る
装

　
　
置
と
し
て
機
能
し
た
」
。

　
　
「
《
女
性
は
》
た
だ
主
婦
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
社
会
に
認
知
さ
れ

　
　
る
主
体
で
あ
り
得
る
よ
う
に
な
っ
た
」
。
（
以
上
、
H
二
〇
1
二
四
頁
）

一
見
す
る
と
読
み
や
す
い
こ
の
文
体
は
、
《
誰
が
》
と
い
う
動
作
主
（
受
動

態
の
9
以
下
）
に
こ
だ
わ
り
出
す
と
、
途
端
に
、
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い

《
不
安
感
》
を
与
え
る
種
類
の
も
の
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、

だ
か
ら
お
か
し
い
と
い
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
著
者
が
こ
う
し
た
文
体
で
抽

出
す
る
次
元
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
こ
に
こ
め

る
著
者
の
戦
略
は
侮
か
。

　
こ
の
答
え
は
、
著
者
か
ら
直
接
提
示
さ
れ
る
の
を
待
つ
ほ
か
な
い
が
、
こ

こ
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
《
す
る
者
》
と
《
さ
れ
る
者
》
と
が
固
定
さ
れ

ず
時
に
は
重
な
り
合
う
、
そ
ん
な
《
関
係
》
の
集
積
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

民
族
や
性
の
「
境
界
」
を
越
え
、
支
配
・
被
支
配
が
必
ず
し
も
固
定
さ
れ
な

い
形
で
社
会
へ
の
参
加
意
識
が
成
長
し
て
い
く
、
そ
ん
な
著
者
の
通
史
像
を

看
取
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
き
の
文
体
が
与
え
る
《
不
安
感
》
が
、
こ

う
し
た
通
史
像
に
よ
っ
て
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
覚
え
る
《
不
安
感
》
で
あ
る
限

り
に
お
い
て
、
評
者
は
む
し
ろ
そ
れ
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
「
微
妙
な
国
民
の
境
界
は
、
差
異
を
曖
昧
化
す
る
装
置
と
し
て

機
能
し
た
偏
と
述
べ
る
著
者
が
「
ふ
つ
う
の
日
本
人
」
の
門
当
た
り
前
」
に

こ
だ
わ
る
の
は
な
ぜ
か
。
「
帝
国
」
の
感
じ
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
多
様
な
は
ず

で
あ
り
、
ま
た
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
異

民
族
支
配
か
ら
遠
く
離
れ
た
《
身
心
》
に
い
て
も
、
「
差
異
」
を
感
知
で
き

る
人
や
せ
ざ
る
を
え
な
い
場
合
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
逆
に
《
最
前
線
》
に

い
て
も
「
差
異
」
を
感
知
し
な
い
人
や
で
き
な
い
場
合
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

当
時
の
「
当
た
り
前
」
も
、
そ
う
し
た
個
々
の
「
当
た
り
前
」
の
積
み
重
ね

で
し
か
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
如
何
よ
う
に
も
成
形
可
能
な
そ
れ
ら
個
々
の

「
当
た
り
前
扁
の
積
み
重
ね
を
、
著
者
は
な
ぜ
「
ふ
つ
う
の
日
本
人
」
と
し

て
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
し
た
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
の
点
、
同
様
に
気
に
な
る
の
は
、
著
者
が
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
い

う
用
語
に
、
随
所
で
か
な
り
本
質
主
義
的
な
規
定
を
与
え
て
い
る
点
で
あ
る
。

例
え
ば
　
九
二
〇
年
代
、
「
正
義
人
道
」
や
「
人
種
平
等
」
と
い
っ
た
社
会

主
義
的
醤
説
は
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
表
現
様
式
」
で
し
か
な
か
っ
た
し

（
1
一
八
○
…
一
八
一
頁
）
、
中
国
の
反
帝
国
主
義
的
な
動
向
も
、
や
は
り

「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
定
義
づ
け
る
形
式
で
し
か
な
い
。
「
中
国
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
一
九
二
〇
年
代
の
半
ば
に
大
ま
か
な
枠
組
み

を
与
え
ら
れ
た
。
〈
反
帝
〉
と
い
う
枠
組
み
で
あ
る
。
帝
国
主
義
の
侵
略
反

対
と
い
う
言
説
の
共
有
が
も
た
ら
す
、
新
た
な
同
一
性
の
意
識
。
そ
れ
こ
そ
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が
〈
中
国
〉
な
の
で
あ
る
。
…
…
そ
れ
は
く
反
帝
〉
と
い
う
形
式
で
新
た
に

定
義
さ
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
」
（
∬
七
四
－
七
五
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
「
反
帝
」
も
、
そ
れ
に
対
す
る
日
本
の
社
会
主
義

的
な
言
説
（
に
含
ま
れ
る
「
反
帝
」
）
も
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
を
表
現
す
る
形
式
で
し
か
な
い
と
す
れ
ば
、
両
者
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
連
動
性
は
予
め
切
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
、
「
ふ
つ
う

の
日
本
人
」
の
「
当
た
り
前
」
と
い
う
視
点
と
重
ね
合
わ
さ
れ
る
こ
と
で
、

「
微
妙
な
国
民
の
境
界
」
や
「
曖
昧
」
な
「
差
異
」
を
、
再
び
堅
固
な
「
境

界
」
と
明
確
な
「
差
異
」
で
塗
り
固
め
て
し
ま
う
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
こ

そ
、
遠
近
感
を
失
っ
た
戦
後
特
有
の
観
点
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
た
だ
し
、
こ
こ
で
も
、
例
の
「
主
体
」
を
め
ぐ
る
仕
掛
け
が
用
意
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
「
列
国
が
…
…
関
税
自
主
権
に
｝
応
の
原
則
的
承
認
を
与
え
た
の
は
、

　
　
…
…
〈
反
帝
〉
が
定
義
す
る
中
国
と
い
う
〈
主
体
〉
の
認
知
（
承
認
で

　
　
は
な
い
）
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
反
帝
運
動
と
い
う
『
中
国

　
　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
は
、
〈
主
体
〉
の
形
式
ま
で
は
明
ら
か
に
し
て
は

　
　
い
な
い
」
（
且
七
八
頁
、
カ
ッ
コ
内
は
す
べ
て
著
者
）

こ
こ
で
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
が
「
主
体
」
の
成
立
・
不
成
立
と
は
別
の

次
元
で
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
「
主
体
」

を
認
知
す
る
何
者
か
も
、
欧
米
列
強
と
し
て
固
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
は
「
で
き
あ
が
っ
た
シ
ス
テ
ム
」
で
は
な
く
、
「
絶
え
ざ

る
再
編
の
シ
ス
テ
ム
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
（
1
二
二
九
頁
）
。

　
た
し
か
に
、
国
際
社
会
へ
の
参
加
は
、
「
主
体
」
を
固
定
し
う
る
ほ
ど
静

態
的
で
は
な
い
し
、
《
す
る
者
》
と
《
さ
れ
る
者
》
と
を
明
確
に
区
分
で
き

る
ほ
ど
工
塗
立
立
的
で
も
な
い
。
こ
こ
で
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
そ
う
し
た
国

際
社
会
に
お
い
て
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
保
身
に
与
す
る
か
否
か
。
そ
う
し
た

著
者
の
、
現
在
に
お
け
る
ス
タ
ン
ス
で
あ
ろ
う
。
過
去
を
見
る
「
遠
近
法
」

の
か
か
る
《
定
点
》
は
、
植
民
地
や
女
性
を
語
り
た
が
ら
な
い
著
者
が
、

「
ふ
つ
う
」
や
「
当
た
り
前
」
を
眺
望
す
る
さ
い
の
立
ち
位
置
で
も
あ
る
。

そ
れ
は
、
よ
り
自
覚
的
に
醤
明
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
「
主
体
」
を
ボ
カ
す
著
者
の
意
図
や
、
「
革
薪
派
」
を
軸
に
し

た
歴
史
像
と
著
者
の
通
史
像
と
の
関
係
も
、
よ
り
明
確
に
な
っ
た
は
ず
で
あ

る
。

①
近
年
の
門
帝
国
史
研
究
」
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
平
野
敬
和
「
〈
帝
国
史
〉
研

　
究
と
応
答
責
任
」
（
商
橋
哲
哉
編
『
〈
歴
史
認
識
〉
論
争
駄
作
品
祉
、
二
〇
〇
二
）

　
が
、
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
て
参
考
に
な
る
。

②
酒
井
哲
哉
コ
九
三
〇
年
代
の
日
本
政
治
」
（
『
年
報
近
代
日
本
研
究
⑩
隔
一
九

　
八
八
）
、
二
三
八
頁
。

〈
左
脳
〉
　
本
稿
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
、
歴
史
学
研
究
会
で
著
者
を
交
え
て
開
催
さ

れ
た
合
評
会
で
の
報
告
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
、
て
い
ね
い
な
返
答
を
下

さ
っ
た
有
馬
氏
に
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
場
を
設
け
て
下
さ
っ
た
近
代

史
部
会
の
方
々
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
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